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実験 4 では，Perkins and Linnville と（1987）から抽出した 5 つの正答選択肢要因（頻度，文字数，音節数，
同義語の数，抽象性）が文脈内多肢選択式語彙テストの難易度を有意に予測するかどうかを調べた。全部で































ても，複数の実証研究を通して詳細な検証が行われている点が評価できる。第 4 章に記述されている実験 2
では文脈要因，実験 3 では錯乱肢要因，そして実験 4 において正答選択肢要因を扱うなど，多角的な視点か
ら文脈内多肢選択式語彙テストの特性を明らかにしている。
第三に，上記の実証研究が，量的・質的両面から行われている点である。量的な研究では文脈内多肢選択
式語彙テストの特性を検証し，質的研究では学習者の特性により重点をおき，発話プロトコルを用いた研究
を行っている。また，分散分析・重回帰分析・カイ二乗分析・共分散構造分析・項目応答理論を適切に使用
している分析手法の確かさについても高く評価できる。
さらに，本研究の結果は，語彙知識・語彙テストに加え，本研究を特徴付ける語彙と文脈の関わりに関連
する未知語の推測研究を含む幅広い文献研究を基に考察されており，本研究の結果を示唆に富むものとして
いる。
今後の課題としては次の 3 点が挙げられる。
第一に，テスト受験者の個人差についての検証が課題として挙げられる。本研究は主にテストの特性につ
いての要因を取り上げているが，熟達度に応じてモデルが変わるかどうかを調べるなど，個人的な要因を加
えていくことも可能であろう。今回は，テストの解答プロセスを扱うことでストラテジーの使用などの個人
的な要因を扱っていると述べているが，より包括的に調べるのであればより多くの要因を取り入れて検証を
続け，モデル化を図る必要がある。
第二に，質的実証研究から得られたデータをさらに深く考察する必要があると考えられる。特に，量的分
析と質的分析をより関連付け，総合的に考察することによって，本研究の学術的な位置づけを高めることが
できると考えられる。
第三に，文脈要因の分類に残る課題が挙げられる。文脈の難易度が文脈内多肢選択式語彙テストの結果に
影響を及ぼすことが本研究結果から結論付けられたが，今回扱った文脈の難易度は，文脈内にある未知語や
未知の表現の有無，そして未知語と空所との距離に限られている。文脈内で使用されている語句だけではな
く，文脈全体としての内容のわかりやすさについても難易度に影響を及ぼす可能性があると考えられるため，
文脈要因をより精緻に分類し，更なる研究を行うことが必要である。
こうした一定の課題はあるものの，本論文は綿密な実証手続きを経た研究であり，これまでのテスト研究
や語彙研究を更に発展させる結果を提示するものであることから，高く評価できる。
よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
